
国
際
漁
業
資
源
の
現
況

魚
　
種

海
　
域

資
源
水
準

資
源
動
向

最
近
5
年
間
の
漁
獲
量
・
捕
獲
量

管
理
機
関
・
関
係
機
関

管
理
目
標

ク
ロ
マ
グ
ロ

太
平
洋

低
　
位

減
　
少

世
界
：
1.
2
～
2.
0
万
ト
ン

日
本
：
0.
6
～
1.
5
万
ト
ン

W
CP
FC
, I
AT
TC
, 

IS
C

W
CP
FC
に
お
い
て
は
、
親
魚
資
源
量
を

20
15
年
か
ら
の
10
年
間
で
歴
史
的
中

間
値
（
約
4.
3
万
ト
ン
）
ま
で
回
復
さ
せ

る
こ
と
を
当
面
の
目
標
と
す
る
こ
と
が
合

意
さ
れ
て
い
る
。

大
西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ

東
大
西
洋

高
　
位

増
　
加

世
界
：
1.
0
～
2.
0
万
ト
ン

日
本
：
1,
08
9
～
1,
92
2
ト
ン

IC
CA
T

20
22
年
ま
で
に
60
%
以
上
の
確
率
で
親

魚
資
源
量
を
M
SY
を
与
え
る
レ
ベ
ル
に

回
復

西
大
西
洋

中
　
位

増
　
加

世
界
：
1,
48
4
～
2,
00
7
ト
ン

日
本
：
16
2
～
57
8
ト
ン

IC
CA
T

20
18
年
内
に
50
%
以
上
の
確
率
で
親
魚
資

源
量
を
M
SY
を
与
え
る
レ
ベ
ル
に
回
復

MS
Y：
3,0
50
 [2
,80
7-3
,30
7]
ト
ン
*（
低
い
加
入
）

MS
Y：
5,3
16
 [4
,44
2-5
,86
3]
ト
ン
*（
高
い
加
入
）

ビ
ン
ナ
ガ

北
太
平
洋

中
　
位

横
ば
い

世
界
：
6.
9
～
9.
6
万
ト
ン

日
本
：
4.
2
～
6.
2
万
ト
ン

IS
C,
 W
CP
FC
, 

IA
TT
C

現
在
の
漁
獲
レ
ベ
ル
が
達
成
で
き
る
よ
う
に、

現
在
の

資
源
量
を
維
持
す
る。

SSB
が
限
界
管
理
基
準
値
を
下

回る
危険

性を
低く

抑え
る。
（限

界管
理基

準値
：漁

業が
ない
と仮
定し
て推
定し
た現
在の

SSB
の
20
%）

南
太
平
洋

高
　
位

横
ば
い

世
界
：
6.
6
～
8.
9
万
ト
ン

日
本
：
3,
70
0
～
5,
40
0
ト
ン

W
CP
FC
, S
PC

検
討
中

イ
ン
ド
洋

中
　
位

減
　
少

世
界
：
3.
4
～
4.
4
万
ト
ン

日
本
：
2,
30
0
～
3,
80
0
ト
ン

IO
TC

M
SY
=4
.8
万
ト
ン
（
80
%
信
頼
区

間
：
2.
7
～
7.
9
万
ト
ン
）（
SS
3）

M
SY
=3
.5
万
ト
ン
（
80
%
信
頼
区

間
：
2.
9
～
3.
7
万
ト
ン
）
(A
SP
IC
)

北
大
西
洋

低
　
位

横
ば
い

世
界
：
2.
0
～
2.
6
万
ト
ン

日
本
：
28
8
～
1,
80
4
ト
ン

IC
CA
T

M
SY
：
31
,6
80
ト
ン

南
大
西
洋

中
　
位

横
ば
い

世
界
：
1.
9
～
2.
5
万
ト
ン

日
本
：
92
1
～
3,
14
5
ト
ン

IC
CA
T

M
SY
：
25
,2
28
ト
ン

（
範
囲
：
19
,10
9～

28
,36
0ト
ン
）
*1

*1
 2
01
3
年
資
源
評
価
結
果
よ
り
。
8
つ
の
各

シ
ナ
リ
オ
か
ら
の
推
定
値
の
範
囲
。

キ
ハ
ダ

東
部
太
平
洋

中
　
位

横
ば
い

世
界
：
21
.2
～
26
.0
万
ト
ン

日
本
：
0.
2
～
0.
4
万
ト
ン

IA
TT
C

検
討
中

中
西
部
太
平
洋

中
　
位

横
ば
い

世
界
：
50
.2
～
58
.7
万
ト
ン

日
本
：
3.
6
～
6.
4
万
ト
ン

W
CP
FC
, S
PC

検
討
中

イ
ン
ド
洋

中
　
位

微
　
増

世
界
：
27
～
38
万
ト
ン

日
本
：
0.
4
～
0.
5
万
ト
ン

IO
TC

M
SY
：
34
.4
万
ト
ン
（
範
囲
：
29
.0

～
45
.3
万
ト
ン
）（
M
ul
tif
an
-C
L）
、

M
SY
：
32
.0
万
ト
ン
（
範
囲
：
28
.3
～

35
.8
万
ト
ン
）（
AS
PM
）

大
西
洋

中
　
位

横
ば
い

世
界
：
9.
2
～
12
.0
万
ト
ン

日
本
：
0.
4
～
0.
5
万
ト
ン

IC
CA
T

M
SY
：
14
.5
（
11
.4
～
15
.5
）
万
ト
ン

メ
バ
チ

東
部
太
平
洋

低
　
位

横
ば
い

世
界
：
7.
9
～
10
.9
万
ト
ン

日
本
：
1.
2
～
1.
6
万
ト
ン

IA
TT
C

検
討
中

Co
py
rig
ht
 (C
) 2
01
5 
水
産
庁
・
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
 A
ll 
Ri
gh
ts
 R
es
er
ve
d

平
成
26
年
度
国
際
漁
業
資
源
の
現
況

（
総
括
表
）　
－
1
－

資
源
の
状
態

管
理
措
置

最新
の資
源評
価年

次回
の資
源評
価年

1）
最
近
年（
20
12
年
）
の
親
魚
資
源
量（
約
2.
6
万
ト
ン
）
は
、

歴
史
的
最
低
水
準（
約
1.
9
万
ト
ン
）近
く
ま
で
減
少
し
て
お
り
、

2）
最
近
年（
20
12
年
）の
加
入
も
極
め
て
低
水
準
で
あ
る
。

WC
PF
C：
 1）
歴
史
的
最
低
水
準
付
近
に
あ
る
親
魚
資
源
量（
約
2.6
万
ト
ン
）を
20
15
年
か
ら
の
10
年
間
で

歴
史
的
中
間
値（
約
4.3
万
ト
ン
）ま
で
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
当
面
の
目
標
と
す
る
。2
）3
0k
g未
満
の
小
型
魚

の
漁
獲
量
を
20
02
～
20
04
年
平
均
水
準
か
ら
半
減
さ
せ
る
。3
)30
kg
以
上
の
大
型
魚
の
漁
獲
量
を
20
02

～
20
04
年
平
均
水
準
か
ら
増
加
さ
せ
な
い
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
措
置
を
実
施
す
る
。

IAT
TC
：1
）商
業
漁
業
に
つ
い
て
は
、2
01
5年
及
び
20
16
年
の
年
間
漁
獲
上
限
3,3
00
ト
ン
を
原
則
と
し
、

2年
間
の
合
計
が
6,6
00
ト
ン
を
超
え
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
。2
）3
0 k
g未
満
の
漁
獲
の
比
率
を
50
パ
ー
セ

ン
ト
ま
で
削
減
す
る
よ
う
努
力
し
、2
01
6年
の
年
次
会
合
に
お
い
て
20
15
年
の
操
業
結
果
の
レ
ビ
ュ
ー
を

行
う
。3
）遊
漁
に
つ
い
て
は
、2
01
5年
に
商
業
漁
業
と
同
等
の
削
減
措
置
を
取
り
、委
員
会
に
報
告
す
る
。

日
本
国
内
: 1
）ま
き
網
漁
業
の
漁
獲
量
削
減
、2
）ひ
き
縄
等
の
沿
岸
漁
船
の
届
出
制（
更
に
、2
01
4年
4月
以

降
は
承
認
制
）移
項
及
び
漁
獲
実
績
方
向
の
義
務
化
、3
）ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
場
の
登
録
制
及
び
実
績
報
告
の
義

務
化
、4
）天
然
種
苗
を
用
い
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
場
の
数・
生
け
簀
の
規
模
の
拡
大
防
止
、等
。2
01
5年
1月

か
ら
、大
中
型
ま
き
網
漁
業
に
対
し
て
は
漁
獲
上
限
2,0
00
ト
ン
、そ
の
他
の
沿
岸
漁
業
等（
ひ
き
縄
、定
置
近

海
竿
釣
り
等
）に
対
し
て
は
漁
獲
上
限
2,0
07
ト
ン
と
し
、沿
岸
漁
業
は
全
国
を
6ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
管
理
。

20
14
年

20
16
 年

SS
B 2
01
3/S
SB
F0
.1=
1.1
0 
[0
.55
-1
.74
] *
　
F 2
01
3/F

0.1
=0
.40
 [0
.36
-0
.40
] *

* 代
表
値
は
公
式
報
告
漁
獲
量
が
正
し
か
っ
た
場
合
に
、
将
来
の
加
入
量
を
過
去

の
中
位
（
19
50
～
20
06
年
）
加
入
レ
ベ
ル
と
仮
定
し
た
場
合
を
示
し
、
括
弧

内
は
公
式
報
告
漁
獲
量
が
正
し
か
っ
た
場
合
ま
た
は
19
98
～
20
07
年
の
実

際
の
漁
獲
量
が
公
式
報
告
漁
獲
量
よ
り
も
多
い
場
合
に
、
将
来
の
加
入
量
を
3

段
階
の
加
入
レ
ベ
ル
を
仮
定
し
た
場
合
の
最
小
値
及
び
最
大
値
を
示
す
。

TA
C：
1.
61
万
ト
ン
（
日
本
枠
：
1,
34
5
ト
ン
）（
20
15
年
）

地
中
海
ま
き
網
禁
漁
期
、
東
大
西
洋
の
一
部
と
地
中
海
は
え
縄
禁
漁
期
、
航
空
機

禁
止
、
蓄
養
魚
管
理
強
化
、
30
 k
g
未
満
の
小
型
魚
の
漁
獲
、
陸
揚
げ
禁
止
（
一

部
例
外
あ
り
）、
漁
獲
証
明
制
度

20
14
年

20
16
年

SS
B 2
01
3/S
SB
MS
Y：
2.2
5 [
1.9
2-2
.68
]*（
低
い
加
入
）  
0.4
8 [
0.3
5-0
.72
]*（
高
い
加
入
）

F 20
10
-20
12
/F
MS
Y：
0.3
6 [
0.2
8-0
.43
]*（
低
い
加
入
）  
0.8
8 [
0.6
4-1
.08
]*（
高
い
加
入
）

F 2
01
0-
20
12
/F
0.1
：
0.6
0 
[0
.50
-0
.72
]*

* 括
弧
内
は
80
%
信
頼
区
間
を
示
す
。

TA
C：
2,
00
0
ト
ン
（
20
15
年
）（
日
本
枠
：
34
6
ト
ン
）

11
5 
cm
（
ま
た
は
30
 k
g）
以
下
の
魚
の
漁
獲
量
制
限（
10
%
以
下
、国
別
）、

漁
場
・
漁
期
の
制
限
（
産
卵
場
に
お
け
る
産
卵
親
魚
の
漁
獲
制
限
）、
漁

獲
証
明
制
度

20
14
年

20
16
年

産
卵
資
源
量
（
20
12
年
）
11
万
ト
ン

SS
B/
SS
B 0
＝
0.
35
8

・
漁
獲
努
力
量
を
現
行
水
準
未
満
に
抑
制
（
W
CP
FC
、
20
05
年
）

・
漁
業
が
な
い
と
仮
定
し
て
推
定
し
た
現
在
の
資
源
量
の
20
%
を
下
回
ら

な
い
よ
う
漁
業
を
管
理
（
W
CP
FC
、
20
14
年
）

20
14
年

20
17
年

M
SY
=9
9,
08
5　
F c
ur
re
nt
/F
M
SY
=0
.2
1　
SB
cu
rr
en
t/S
B M
SY
=2
.5
6　

SB
cu
rr
en
t/S
B c
ur
re
nt
, F
=0
=0
.6
3　
C l
at
es
t/M
SY
=0
.9
0

南
緯
20
度
以
南
の
漁
船
数
を
20
05
年
ま
た
は
過
去
5
年
（
20
00
～

20
04
年
）
の
平
均
以
下
に
抑
制

20
12
年

20
15
年

資
源
評
価
結
果
に
よ
る
と
、
資
源
は
乱
獲
状
態
で
は
な
く
漁
業

も
過
剰
漁
獲
状
態
で
は
な
い
。
現
状
の
漁
獲
量
が
こ
の
ま
ま
続

い
て
も
20
22
年
に
は
資
源
量
が
SS
B M
SY
レ
ベ
ル
を
下
回
る
確

率
は
40
%
以
下
。

ビ
ン
ナ
ガ
を
漁
獲
対
象
と
す
る
漁
船
の
努
力
量
を
20
07
年
水
準
に
制
限

は
え
縄
・
ま
き
網
ロ
グ
ブ
ッ
ク
（
最
低
情
報
収
集
項
目
の
義
務
化
）、
統

計
デ
ー
タ
提
出
強
化
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
20
10
年
7
月
よ

り
）、
漁
獲
努
力
量
（
漁
船
数
）
規
制
、
公
海
に
お
け
る
大
規
模
流
し
網

漁
業
の
禁
止
、
海
賊
対
策
な
ど

20
14
年

20
16
年

SS
B 2
01
1/
B M
SY
=0
.9
4 
[0
.7
4
～
1.
14
]

F 2
01
1/
F M
SY
=0
.7
2 
[0
.5
5
～
0.
89
]

［
］
は
95
%
信
頼
限
界
を
示
す
。

入
漁
隻
数
の
制
限
　
TA
C：
2.
8
万
ト
ン

日
本
に
つ
い
て
は
漁
獲
量
を
大
西
洋
全
体
に
お
け
る
は
え
縄
に
よ
る
メ
バ

チ
の
漁
獲
量
の
4%
以
下
と
す
る
努
力
義
務

20
13
年

20
16
年

B 2
01
2/
B M
SY
=0
.9
2（
0.
71
～
1.
26
）

F 2
01
1/
F M
SY
=1
.0
4（
0.
38
～
1.
32
）
*2

*2
 2
01
3
年
資
源
評
価
結
果
よ
り
。
8
つ
の
シ
ナ
リ
オ
の
結
果
全

部
か
ら
推
定
し
た
80
%
信
頼
区
間
。

漁
獲
量
規
制
：
24
,0
00
ト
ン

う
ち
日
本
へ
の
割
り
当
て
は
1,
35
5
ト
ン

20
13
年

20
16
年

B r
ec
en
t/B

M
SY
：
1.
07

SS
B r
ec
en
t/S
SB
M
SY
：
0.
98

re
ce
nt
：
20
14
年
第
一
四
半
期
開
始
時
点

（
F 2
01
1-
20
13
/F
M
SY
=1
.2
1）

現
行
の
保
存
管
理
措
置
を
継
続
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
現
行
の
メ
バ

チ
・
キ
ハ
ダ
の
保
存
管
理
措
置
（
20
14
年
）
は
以
下
の
と
お
り
。

ま
き
網
漁
業
：
62
日
間
の
全
面
禁
漁
。沖
合
特
定
区
で
の
1
か
月
間
禁
漁
。
 

は
え
縄
漁
業
：
国
別
メ
バ
チ
漁
獲
枠
の
設
定
（
我
が
国
漁
獲
枠
は
32
,3
72

ト
ン
：
キ
ハ
ダ
の
漁
獲
量
に
も
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
）

20
14
年

20
15
年

M
SY
=5
3.
8
万
ト
ン
*

F/
F M
SY
=0
.7
2*

SB
cu
rr
en
t/S
B M
SY
=1
.3
7*

SB
cu
rr
en
t/S
B c
ur
re
nt
, F
=0
=0
.4
2*

C l
at
es
t/M
SY
=1
.0
2*

*
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
モ
デ
ル
の
値
を
参
照
し
て
い
る
。

(a
) ま
き
網
漁
業
（
熱
帯
水
域
）

・
キ
ハ
ダ
の
漁
獲
量
を
増
大
さ
せ
な
い

・
集
魚
装
置
の
使
用
の
段
階
的
な
規
制
強
化
（
20
14
～
20
16
年
）

・
公
海
に
お
け
る
集
魚
装
置
使
用
の
原
則
禁
止
（
20
17
年
）

・
島
嶼
国
以
外
の
メ
ン
バ
ー
が
保
有
す
る
隻
数
の
凍
結

（
b）
は
え
縄
漁
業

・
キ
ハ
ダ
の
漁
獲
量
を
増
大
さ
せ
な
い

20
14
年

未
　
定

SS
B 2
01
0/
SS
B M
SY
=1
.2
4（
範
囲
：
0.
91
～
1.
40
）（
M
ul
tif
an
-

CL
）、
SS
B 2
01
1/
SS
B M
SY
=1
.3
5（
範
囲
：
0.
96
～
1.
74
）（
AS
PM
）

F 2
01
0/
F M
SY
=0
.6
9（
範
囲
：
0.
59
～
0.
90
）（
M
ul
tif
an
-C
L）
、

F 2
01
1/
F M
SY
=0
.6
1（
範
囲
：
0.
31
～
0.
91
）（
AS
PM
）

資
源
状
況
は
回
復
傾
向
に
あ
り
、
漁
獲
圧
・
資
源
量
共
に
M
SY

レ
ベ
ル
の
手
前
に
あ
る
。

で
き
る
だ
け
早
く
国
別
TA
C
を
設
定
す
る
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
20
10
年
7
月
よ
り
）、
漁
獲
努
力
量
（
漁
船
数
）
規
制
、
公
海
に
お
け

る
大
規
模
流
し
網
漁
業
の
禁
止
。
共
通
漁
業
管
理
措
置
に
つ
い
て
は
イ
ン

ド
洋
メ
バ
チ
を
参
照
。

20
12
年

20
15
年

B 2
01
0/
B M
SY
=0
.8
5（
0.
61
～
1.
12
）

F 2
01
0/
F M
SY
=0
.8
7（
0.
68
～
1.
40
）

TA
C（
11
万
ト
ン
）　
メ
バ
チ
・
キ
ハ
ダ
の
幼
魚
の
保
護
（
ギ
ニ
ア
湾
に
お
け
る

FA
Ds
を
利
用
す
る
ま
き
網
の
禁
漁
期
、
禁
漁
区
域
、
1
～
2
月
の
FA
Ds
操
業
禁
止
）
20
11
年

20
16
年

B r
ec
en
t/B

M
SY
=0
.9
5

S r
ec
en
t/S

M
SY
=0
.9
5

re
ce
nt
：
20
14
年
第
一
四
半
期
時
点

F 2
01
1-
20
13
/F
M
SY
=0
.9
6

（
F m
ul
tip
lie
r=
1.
04
）

20
14
年
と
同
様
の
保
存
管
理
措
置
を
20
16
年
ま
で
継
続
し
て
導
入
す

る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、ま
き
網（
我
が
国
漁
船
の
操
業
な
し
）

は
全
面
禁
漁
措
置（
62
日
間
）、
沖
合
特
定
区
で
の
禁
漁
措
置（
1
か
月
間
）。

は
え
縄
は
メ
バ
チ
に
対
し
て
漁
獲
量
の
上
限
（
我
が
国
は
32
,3
72
ト
ン
）

が
引
き
続
き
設
定
さ
れ
た
。

20
14
年

20
15
年

Co
py
rig
ht
 (C
) 2
01
5 
水
産
庁
・
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
 A
ll 
Ri
gh
ts
 R
es
er
ve
d

平
成
26
年
度
国
際
漁
業
資
源
の
現
況



国
際
漁
業
資
源
の
現
況

魚
　
種

海
　
域

資
源
水
準

資
源
動
向

最
近
5
年
間
の
漁
獲
量
・
捕
獲
量

管
理
機
関
・
関
係
機
関

管
理
目
標

メ
バ
チ

中
西
部
太
平
洋

低
　
位

減
　
少

世
界
：
13
.6
～
16
.2
万
ト
ン

日
本
：
1.
7
～
2.
2
万
ト
ン

W
CP
FC
, S
PC

検
討
中

イ
ン
ド
洋

中
　
位

増
　
加

世
界
：
8.
8
～
11
.9
万
ト
ン

日
本
：
0.
5
～
1.
0
万
ト
ン

IO
TC

M
SY
 ：
13
.2
万
ト
ン

（
9.
9
～
20
.7
万
ト
ン
）
*

*SS
3複
数シ

ナリ
オで

得ら
れた

結果
の範

囲 

大
西
洋

低
　
位

横
ば
い

世
界
：
6.
3
～
8.
8
万
ト
ン

日
本
：
1.
2
～
1.
6
万
ト
ン

IC
CA
T

M
SY
：
7.
8
～
10
.1
万
ト
ン

（
中
央
値
9.
2
万
ト
ン
）

（
20
13
年
の
漁
獲
量
：
6.
3
万
ト
ン
）

ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ

全
水
域

低
　
位

親
魚
資
源

量
は
微
増
。

未
成
魚
は

増
加
。

世
界
：
9,
44
4
～
11
,7
27
ト
ン

日
本
：
2,
22
3
～
2,
69
5
ト
ン

CC
SB
T,
 I
CC
AT
, 

IO
TC
, W
CP
FC

中
間
目
標
は
初
期
親
魚
資
源
量
の
20
%
水
準
を

20
35
年
ま
で
に
70
%
の
確
率
で
達
成

最
終
的
な
目
標
は
親
魚
資
源
量
を
B M
SY
水

準
ま
で
回
復
さ
せ
、
M
SY
に
よ
る
管
理
を

行
う
こ
と（
達
成
期
間
及
び
確
率
は
未
決
定
）

メ
カ
ジ
キ

中
西
部
北
太
平
洋

高
　
位

安
　
定

世
界
：
9
,3
6
7
～
1
4
,3
6
3
ト
ン

日
本
：
4
,0
4
5
～
7
,1
8
0
ト
ン

IS
C,
 W
CP
FC

検
討
中

イ
ン
ド
洋

高
　
位

増
　
加

世
界
：
2.
2
～
2.
9
万
ト
ン

日
本
：
57
6
～
1,
02
7
ト
ン

IO
TC

M
SY
=3
.9
万
ト
ン

北
大
西
洋

中
　
位

増
　
加

世
界
：
11
,5
53
～
13
,8
48
ト
ン

日
本
：
32
6
～
1,
06
2
ト
ン

（
注
）
暫
定
値
。
生
存
放
流
分
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。

IC
CA
T

M
SY

南
大
西
洋

お
そ
ら
く

中
位

お
そ
ら
く

増
加

世
界
：
7,
78
7
～
12
,6
79
ト
ン

日
本
：
46
6
～
1,
34
0
ト
ン
*

*こ
の値

は日
本の

近年
の漁

獲割
当量

を上
回っ

てい
るが

、
これ

は、
ICC
AT
の合

意に
基づ

いた
過去

の漁
獲割

り当
ての

未消
化分
の漁
獲が
含ま
れて
いる
ため
であ
る。

IC
CA
T

M
SY

マ
カ
ジ
キ

中
西
部
北
太
平
洋

低
　
位

減
　
少

世
界
（
北
太
平
洋
）：
2,
41
0
～
3,
36
1
ト
ン

日
本
（
北
太
平
洋
）：
1,
71
5
～
2,
40
8
ト
ン
W
CP
FC
, I
SC

検
討
中

ニ
シ
マ
カ
ジ
キ

大
西
洋

低
　
位

低
位
微
増

世
界
：
37
6
～
65
6
ト
ン
*

日
本
：
24
～
43
ト
ン
*

*漁
獲
量
に
は、

い
ず
れ
も
ラ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
ル
ス
ピ
ア

フィ
ッシ

ュの
漁獲

が混
入し

てい
ると

考え
られ

る。
IC
CA
T

M
SY

ク
ロ
カ
ジ
キ

太
平
洋

中
　
位

安
　
定

世
界
：
17
,4
00
～
19
,4
00
ト
ン

日
本
：
3,
20
0
～
4,
00
0
ト
ン

W
CP
FC
, I
SC
, I
AT
TC
検
討
中

大
西
洋

低
　
位

減
　
少

世
界
：
1,
38
9
～
3,
49
7
ト
ン

日
本
：
18
2
～
82
2
ト
ン

IC
CA
T

M
SY

カ
ツ
オ

東
部
太
平
洋

高
　
位

横
ば
い

世
界
：
15
.0
～
28
.0
万
ト
ン

日
本
：
60
～
81
ト
ン

IA
TT
C

M
SY

中
西
部
太
平
洋

高
　
位

減
　
少

世
界
：
15
4.
3
～
18
1.
0
万
ト
ン

日
本
：
24
.3
～
29
.9
万
ト
ン

W
CP
FC
, S
PC

検
討
中

イ
ン
ド
洋

高
　
位

横
ば
い

世
界
：
31
～
44
万
ト
ン

日
本
：
90
0
～
3,
50
0
ト
ン

IO
TC

M
SY
：
68
.4
万
ト
ン

（
55
.0
～
84
.9
万
ト
ン
）

大
西
洋

高
　
位

横
ば
い

世
界
：
17
.1
～
25
.8
万
ト
ン

日
本
：
1
～
5
ト
ン

IC
CA
T

M
SY

ウ
バ
ザ
メ

日
本
周
辺

調
査
中

調
査
中

世
界
：
調
査
中

日
本
：
年
に
0～

2個
体
程
度
が
定
置
網
に
迷
入
FA
O
, C
IT
ES

な
し

ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ

日
本
周
辺

調
査
中

調
査
中

世
界
：
調
査
中

日
本
：
年
間
1～

5個
体
の
出
現
が
報
告
さ
れ
て
い
る
FA
O
, C
IT
ES

な
し

Co
py
rig
ht
 (C
) 2
01
5 
水
産
庁
・
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
 A
ll 
Ri
gh
ts
 R
es
er
ve
d

平
成
26
年
度
国
際
漁
業
資
源
の
現
況

（
総
括
表
）　
－
2
－

資
源
の
状
態

管
理
措
置

最新
の資
源評
価年

次回
の資
源評
価年

M
SY
=1
0.
8
万
ト
ン

F c
ur
re
nt
/F
M
SY
=1
.5
7*

SB
cu
rr
en
t/B

M
SY
=0
.9
4*

SB
cu
rr
en
t/S
B c
ur
re
nt
, F
=0
=0
.2
0*

C l
at
es
t/M
SY
=1
.4
5*

*
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ケ
ー
ス
の
値

(a
) ま
き
網
漁
業
（
熱
帯
水
域
）

・
集
魚
装
置
の
使
用
の
段
階
的
な
規
制
強
化
（
20
14
～
20
16
年
）

・
公
海
に
お
け
る
集
魚
装
置
使
用
の
原
則
禁
止
（
20
17
年
）

・
島
嶼
国
以
外
の
メ
ン
バ
ー
が
保
有
す
る
隻
数
の
凍
結

 (b
) は
え
縄
漁
業

　
メ
バ
チ
の
漁
獲
量
を
20
01
～
20
04
年
の
平
均
値
か
ら
40
％
削
減

　（
20
14
年
か
ら
段
階
的
に
実
施
）

20
14
年

未
　
定

SS
B 2
01
2/
SS
B M
SY
：
1.
44
（
0.
87
～
2.
22
）
*

F 2
01
2/
F M
SY
：
0.
42
（
0.
21
～
0.
80
）
*

漁獲
圧は

MS
Yレ
ベル

の約
7割
で資

源量
はほ

ぼ
MS
Yレ
ベル
（過

剰漁
獲で

なく
乱獲

状況
でも

ない
）

現
在
（
20
12
年
）
の
漁
獲
努
力
量
レ
ベ
ル
な
ら
管
理
措
置
は
特
に
必
要
で
な
い
。

台
湾
へ
の
漁
獲
量
割
当
3.
5
万
ト
ン
、
熱
帯
ま
ぐ
ろ
（
メ
バ
チ
、
キ
ハ
ダ
）
を
漁

獲
対
象
と
す
る
漁
船
隻
数
の
20
06
年
水
準
へ
の
制
限
、
ま
き
網
・
は
え
縄
漁
業

ロ
グ
ブ
ッ
ク
最
低
情
報
収
集
の
義
務
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

20
13
年

20
16
年

F/
F M
SY
= 
0.
65
～
1.
55
（
中
央
値
 0
.9
5）

B/
B M
SY
= 
0.
72
～
1.
34
（
中
央
値
 1
.0
1）

TA
C（
8.
5
万
ト
ン
）、
主
要
国
の
漁
獲
枠
、
漁
船
隻
数
枠
の
設
定

ギ
ニ
ア
湾
（
ア
フ
リ
カ
大
陸
～
南
緯
10
度
、
西
経
5
度
～
東
経
5
度
）、

1
月
1
日
～
2
月
28
日
の
浮
き
魚
礁
を
利
用
す
る
ま
き
網
の
禁
漁

統
計
証
明
制
度

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
乗
船
（
ま
き
網
、
竿
釣
り
）

20
10
年

20
15
年

親
魚
資
源
量
（
B1
0+
）
は
75
,0
00
～
96
,0
00
ト
ン

TA
C
の
設
定
：
20
15
～
20
17
年
漁
期
の
TA
C
は
毎
年
14
,6
47
ト
ン

（
日
本
4,
73
7
ト
ン
）

漁
獲
証
明
制
度

20
14
年

20
17
年

現
在
の
資
源
量
は
乱
獲
状
態
に
な
く
、
漁
獲
も
過
剰
漁
獲
状
態
で
は
な
い
。

な
し

20
14
年

20
17
年

F/
F M
SY
=0
.3
4
及
び
SS
B/
SS
B M
SY
=3
.1
0

漁
獲
圧
・
産
卵
資
源
量
共
に
M
SY
か
ら
か
な
り
離
れ
た
レ
ベ
ル

に
あ
り
資
源
は
安
全
な
状
況
に
あ
る
。
南
西
イ
ン
ド
洋
で
は
地

域
的
に
資
源
量
は
M
SY
レ
ベ
ル
以
下
（
軽
度
の
乱
獲
状
況
）
と

な
っ
て
い
る
。

・
イ
ン
ド
洋
全
域
で
は
現
在
の
漁
獲
量・
漁
獲
努
力
量
が
継
続
す
れ
ば
管
理
措
置
の
必
要
な
し
。

・
南
西
イ
ン
ド
洋
で
は
地
域
的
に
軽
度
の
過
剰
漁
獲
で
あ
る
の
で
、
今
後

の
漁
獲
量
は
20
09
年
レ
ベ
ル
（
6,
67
8
ト
ン
）
以
下
に
す
る
。

・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
20
11
年
4
月
）

・
ロ
グ
ブ
ッ
ク
収
集
基
準
（
20
13
年
3
月
）

・
デ
ー
タ
提
出
義
務
（
20
10
年
2
月
）

20
14
年

20
17
年

13
,6
60
（
13
,2
50
～
14
,0
80
）
ト
ン

B 2
01
1/
B M
SY
：
1.
14
（
1.
05
～
1.
24
）

F 2
01
1/
F M
SY
：
0.
82
（
0.
73
～
0.
91
）

・
20
14
～
20
16
各
年
の
TA
Cを

13
,70
0ト
ン
（
日
本
の
割
り
当
て
は
84
2ト
ン
）
と
す
る
。
国
別

割
り
当
て
に
つ
い
て
、
割
り
当
て
分
を
超
過
も
し
く
は
余
っ
た
場
合
に
は
、
2年
以
内
で
あ
れ
ば
差
し
引

き
・
上
乗
せ
を
行
い
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
調
整
分
は
割
り
当
て
量
の
15
%（
割
り
当
て

が
50
0ト
ン
以
上
の
国
）ま
た
は
50
%（
割
り
当
て
が
50
0ト
ン
未
満
の
国
）を
超
え
な
い
範
囲
と
す
る
。

・
下
顎
叉
長
12
5 
cm
／
体
重
25
 k
g未
満
の
個
体
を
水
揚
量
を
15
%
以
下
に
抑
え
る
か
、
下

顎
叉
長
11
9 
cm
／
体
重
15
 kg
未
満
の
個
体
の
水
揚
量
を
0%
に
す
る（
投
棄
量
の
評
価
含
む
）。

20
13
年

20
16
年

お
そ
ら
く
B 2
01
2/
B M
SY
>1

お
そ
ら
く
F 2
01
2/
F M
SY
<1

・2
01
4～

20
16
年の

TA
Cを
各年

15
,00
0ト
ン（
日本

の割
り当

ては
90
1ト
ン）

とす
る。

国別
割り

当て
につ

いて
、割

り当
て分

を超
過も

しく
は余

った
場合

には
、2
年以

内で
あれ

ば差
し引

き・
上乗

せ
を行

い調
整す

るこ
とが

でき
る。
ただ

し、
調整

分は
前年

の割
り当

て量
の
30
%を
超え

ない
範囲

とす
る。

・
下
顎
叉
長
12
5 
cm
／
体
重
25
 kg
未
満
の
個
体
の
水
揚
量
を
15
%
以
下
に
抑
え
る
か
、
下
顎

叉
長
11
9 
cm
／
体
重
15
 kg
未
満
の
個
体
の
水
揚
量
を
0%
に
す
る
（
投
棄
量
の
評
価
含
む
）。

20
13
年

20
16
年

現
在
の
資
源
状
態
は
乱
獲
状
態
に
あ
り
、
か
つ
漁
獲
は
過
剰
漁
獲

の
状
態
に
あ
る
。

各
国
が
漁
獲
量
を
、
20
00
～
20
03
年
の
最
高
漁
獲
量
か
ら
20
11
年

は
10
%
、
20
12
年
は
15
%
、
20
13
年
は
20
%
削
減
。

20
11
、

20
12
年

20
15
年

お
そ
ら
く
B 2
01
0<
B M
SY

お
そ
ら
く
F 2
01
0<
F M
SY

20
13
～
20
15
年
の
TA
C
を
40
0
ト
ン
と
す
る
（
日
本
の
割
当
量
は
各

年
と
も
35
ト
ン
）。
は
え
縄
・
ま
き
網
に
お
け
る
漁
獲
量
は
、
19
96
年

か
19
99
年
の
水
揚
げ
量
の
多
い
方
の
33
%
以
下
に
抑
え
る
。

20
12
年

20
18
年

F 2
00
9-
20
11
/F
M
SY
 (a
ge
 2
+)
 =
0.
8　
SS
B 2
00
9-
20
11
/S
SB
M
SY
=1
.2
　

SS
B M
SY
=1
9,
43
6
ト
ン
　
M
SY
=1
9,
45
9
ト
ン

検
討
中

20
13
年

未
　
定

19
96
年
の
は
え
縄
及
び
ま
き
網
漁
業
の
漁
獲
量
に
対
す
る
最

近
年
の
漁
獲
量
：
0.
52

は
え
縄
及
び
ま
き
網
漁
業
の
19
99
年
と
19
96
年
の
漁
獲
量
の
大
き
い
方
の
50
％
以
下
に

抑
え
る
。 
20
13
～
20
15
年
の
TA
Cを
2,0
00
ト
ン
と
す
る（
日
本
の
割
当
量
は
39
0ト
ン
）。
20
12
年

未
　
定

ま
き
網
素
群
れ
CP
U
E
と
FA
D
CP
U
E
か
ら
過
剰
に
利
用
さ
れ

て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

特
定
の
措
置
は
な
し
（
メ
バ
チ
・
キ
ハ
ダ
の
保
存
管
理
措
置
と
し
て
、
ま
き
網
漁

業
に
対
し
62
日
間
の
全
面
禁
漁
及
び
沖
合
特
定
区
で
の
1
か
月
の
禁
漁
が
導
入

さ
れ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
本
種
に
対
す
る
漁
獲
努
力
量
は
制
限
さ
れ
て
い
る
）

20
05
年

（
20
14
年
に
指

標
値
の
み
更
新
）

未
　
定

SB
cu
rr
en
t/S
B M
SY
：
1.
94
　
F c
ur
re
nt
/F
M
SY
：
0.
62

（
cu
rr
en
t：
20
08
～
20
11
年
の
平
均
）

・
集
魚
装
置
の
使
用
の
段
階
的
な
規
制
強
化
（
20
14
～
20
16
年
）

・
公
海
に
お
け
る
集
魚
装
置
使
用
の
原
則
禁
止
（
20
17
年
）

・
島
嶼
国
以
外
の
メ
ン
バ
ー
が
保
有
す
る
隻
数
の
凍
結

20
14
年

20
17
年

漁
獲
努
力
量
も
資
源
量
も
M
SY
レ
ベ
ル
以
下
で
過
剰
な
漁
獲
や

乱
獲
状
況
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

資
源
評
価
の
不
確
実
性
、
FA
Ds
操
業
に
よ
る
低
い
漁
獲
率
及
び
増
大
し
て
い
る
努
力
量

を
考
え
る
と
、漁
獲
量
は
M
SY
推
定
値
の
下
限（
55
万
ト
ン
）を
上
回
る
べ
き
で
は
な
い
。

20
03
年
IO
TC
年
次
会
議
で
「
全
長
24
 m
以
上
の
漁
船
の
総
隻
数
等
の
制
限
」
が
採

択
さ
れ
た
（
そ
の
他
の
漁
業
・
漁
船
管
理
方
策
は
イ
ン
ド
洋
メ
バ
チ
詳
細
版
参
照
）。

20
14
年

20
17
年

悪
化
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
な
い

・
漁
船
登
録

・
FA
D
s
操
業
の
禁
漁
区
・
禁
漁
期

20
14
年

未
　
定

検
討
中

―
―

―

検
討
中

―
―

―
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国
際
漁
業
資
源
の
現
況

魚
　
種

海
　
域

資
源
水
準

資
源
動
向

最
近
5
年
間
の
漁
獲
量
・
捕
獲
量

管
理
機
関
・
関
係
機
関

管
理
目
標

ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ

日
本
周
辺

－
－

世
界
：
調
査
中

日
本
：
年
間
数
尾
～
20
尾
程
度
が
定
置
網
等
に
迷
入
F
A
O
, 
C
IT
E
S
, 

W
CP
FC
, I
OT
C

な
し

ヨ
シ
キ
リ
ザ
メ

北
太
平
洋

中
位
～
高
位

横
ば
い

世
界
：
調
査
中

日
本
：
5,
14
9
～
9,
82
4
ト
ン

IA
TT
C,
 W
CP
FC
, 

IS
C

検
討
中

南
太
平
洋

調
査
中

調
査
中

世
界
：
調
査
中

日
本
：
調
査
中

W
CP
FC

北
大
西
洋

調
査
中

横
ば
い

世
界
：
3.
5
～
3.
8
万
ト
ン

日
本
：
1,
22
7
～
2,
21
0
ト
ン

IC
CA
T

南
大
西
洋

調
査
中

横
ば
い

世
界
：
1.
9
～
3.
4
万
ト
ン

日
本
：
98
1
～
2,
27
1
ト
ン

IC
CA
T

イ
ン
ド
洋

調
査
中

横
ば
い

世
界：
平
均：
24
,44
7ト
ン
（
20
09
～
20
13
年
）

日
本
：
調
査
中

IO
TC
, C
CS
BT

ア
オ
ザ
メ

北
太
平
洋

調
査
中

横
ば
い

世
界
：
調
査
中

日
本
：
86
0
～
1,
01
2
ト
ン

II
AT
TC
, W
CP
FC
, 

IS
C

検
討
中

北
大
西
洋

お
そ
ら
く

中
位

安
定
も
し
く
は

増
加
傾
向
世
界
：
3,
63
5
～
4,
47
7
ト
ン

日
本
：
35
～
11
6
ト
ン

IC
CA
T

南
大
西
洋

お
そ
ら
く

中
位

安
定
も
し
く
は

増
加
傾
向
世
界
：
1,
90
7
～
3,
25
1
ト
ン

日
本
：
10
3
～
29
1
ト
ン

IC
CA
T

イ
ン
ド
洋

調
査
中

横
ば
い

世
界
：
調
査
中

日
本
：
調
査
中

IO
TC
, C
CS
BT

ア
ブ
ラ
ツ
ノ
ザ
メ

日
本
周
辺

悪
い
水
準

で
は
な
い

   
増
　
加

世
界
：
---

日
本
：
2,
90
5
～
4,
57
6
ト
ン

※
漁
獲
量
は
全
国
の
さ
め
類
漁
獲
量
と
過
去
の
さ
め

類
に
占
め
る
ア
ブ
ラ
ツ
ノ
ザ
メ
の
平
均
的
な
割
合
か

ら
推
定
し
た
値
（
20
13
年
は
暫
定
値
）

な
し

検
討
中

ネ
ズ
ミ
ザ
メ

北
大
平
洋

調
査
中

横
ば
い

世
界
：
調
査
中

日
本
：
1,
14
0
～
4,
03
0
ト
ン

な
し

検
討
中

ニ
シ
ネ
ズ
ミ
ザ
メ

北
西
大
西
洋

低
　
位

回
復
傾
向
世
界
：
70
～
52
0
ト
ン

IC
CA
T, 
NA
FO
, C
IT
ES

北
東
大
西
洋

低
　
位

調
査
中

日
本
：
調
査
中

IC
CA
T, 
IC
ES
, C
IT
ES

南
西
大
西
洋

調
査
中

減
　
少

世
界
：
調
査
中
　
日
本
：
調
査
中

IC
CA
T, 
CC
SB
T, 
CI
TE
S

そ
の
他
南
半
球

調
査
中

横
ば
い

世
界
：
調
査
中
　
日
本
：
調
査
中

IC
CA
T, 
CC
SB
T, 
CI
TE
S

イ
シ
イ
ル
カ

太
平
洋

日
本
海

オ
ホ
ー
ツ
ク
海

調
査
中

横
ば
い

世
界
：
---

日
本
：
0.
04
～
1
万
頭

水
産
庁
、
漁
業
道
県
現
在
の
資
源
水
準
の
維
持

ツ
チ
ク
ジ
ラ

太
平
洋

日
本
海

オ
ホ
ー
ツ
ク
海

中
　
位

横
ば
い

世
界
：
---

日
本
：
61
～
71
頭

農
林
水
産
省

現
在
の
資
源
水
準
の
維
持

ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ

オ
ホ
ー
ツ
ク
海

・
北
西
太
平
洋

高
　
位

増
加
傾
向

世
界
：
な
し

（
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中
）

日
本
：
20
14
年
は
捕
獲
調
査
に
よ
り

　
　
　
年
間
10
2
頭

IW
C

商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中

で
あ
り
、
未
設
定

ク
ロ
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ

南
極
海
・
南
半
球

作
業
中

検
討
中

世
界
：
な
し

（
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中
）

日
本
：
JA
RP
A
Ⅱ
に
よ
り
年
間
10
3

～
67
9
頭
（
20
09
/2
01
0
～

20
13
/2
01
4
年
）

IW
C

商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中

で
あ
り
、
未
設
定

ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ

北
西
太
平
洋

中
位
か
ら

高
位

増
　
加

世
界
：
な
し（
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中
）

日
本
：
20
14
年
は
捕
獲
調
査
に
よ
り
年
間
25
頭
IW
C

商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中

で
あ
り
、
未
設
定

シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ

南
極
海
－
南
半
球

極
め
て

低
位

年
率
6.
4%

で
増
加

世
界
：
な
し（
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中
）

日
本
：
な
し（
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中
）
IW
C

商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中

で
あ
り
、
未
設
定

イ
ワ
シ
ク
ジ
ラ

北
西
太
平
洋
（
お
そ
ら
く
）

中
位

増
　
加

世
界
：
な
し（
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中
）

日
本
：
約
10
0
頭

IW
C

商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中

で
あ
り
、
未
設
定

Co
py
rig
ht
 (C
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01
5 
水
産
庁
・
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産
総
合
研
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セ
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平
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業
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（
総
括
表
）　
－
3
－

資
源
の
状
態

管
理
措
置

最新
の資
源評
価年

次回
の資
源評
価年

検
討
中

―
―

―

B 2
01
1/
B M
SY
：
1.
65
（
BS
PM
） 
, 1
.6
2（
SS
）

漁
獲
物
の
完
全
利
用
等

20
14
年

未
　
定

議
論
中

―
未
　
定

B 2
00
7/
B M
SY
：
1.
87
-2
.7
4

20
08
年

20
15
年

B 2
00
7/
B M
SY
：
1.
95
-2
.8
0

20
08
年

20
15
年

議
論
中

―
20
15
年

検
討
中

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

20
14
年

未
　
定

B 2
01
0/
B M
SY
：
1.
15
-2
.0
4　
F 2
01
0/
F M
SY
：
0.
16
-0
.9
2

20
12
年

20
18
年

B 2
01
0/
B M
SY
：
1.
36
-2
.1
6　
F 2
01
0/
F M
SY
：
0.
07
-0
.4
0

20
12
年

20
18
年

検
討
中

未
　
定

未
　
定

検
討
中

検
討
中

―
―

調
査
中

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

―
―

B 2
00
8/
B M
SY
：
0.
43
～
0.
65

沿
岸
国
に
よ
る
国
内
漁
獲
量
制
限
*（
カ
ナ
ダ
：
18
5
ト
ン
、
米
国
：

11
.3
ト
ン
） 
*I
CC
AT
は
漁
獲
規
制
は
実
施
し
て
い
な
い
。

20
09
年

20
17
年

B 2
00
8/
B M
SY
：
0.
09
～
1.
93

沿
岸
国
に
よ
る
国
内
漁
獲
量
制
限
*（
EU
：
43
6
ト
ン
）
及
び
水
揚
げ
サ
イ
ズ
規

制
*（
EU
：
尾
叉
長
21
0 
cm
ま
で
） 
*I
CC
AT
は
漁
獲
規
制
は
実
施
し
て
い
な
い
。
20
09
年

20
17
年

B 2
00
8/
B M
SY
：
0.
36
～
0.
78

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

20
09
年

20
17
年

調
査
中

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

20
09
年

20
17
年

イ
シ
イ
ル
カ
型
イ
シ
イ
ル
カ
系
群
：
17
.4
万
頭（
CV
=0
.2
12
、2
00
3
年
）
操
業
海
域
の
道
県
知
事
に
よ
る
許
可
制

―
―

太
平
洋
沿
岸
（
北
海
道
～
相
模
湾
）：
5,
00
0
頭
（
2,
50
0
～

10
,0
00
頭
、
19
91
～
19
92
年
）

日
本
海
東
部
：
1,
50
0
頭
（
37
0
～
2,
60
0
頭
、
19
83
～
19
89
年
）

（
過
小
推
定
の
可
能
性
大
）

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
南
部
：
66
0
頭（
31
0
～
1,
00
0
頭
、1
98
3
～
19
89
年
）

（
過
小
推
定
の
可
能
性
大
）

年
間
捕
獲
枠
66
頭（
日
本
海
10
頭
、オ
ホ
ー
ツ
ク
海
4
頭
、太
平
洋
52
頭
）

操
業
許
可
期
間
（
日
本
海：
5～

6月
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海：
8、
9月
、
太
平
洋：
6～

8、
11
～
12
月
）

洋
上
解
体
禁
止
と
水
揚
地
の
限
定
（
日
本
海
：
函
館
、
太
平
洋
：
鮎
川
、

和
田
浦
、
釧
路
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
：
網
走
）

操
業
許
可
隻
数
（
延
べ
数
）（
日
本
海：
1
隻
、太
平
洋：
4
隻
、オ
ホ
ー
ツ
ク
海：
3
隻
）

　
20
12
年

（
IW
C/
SC
/

小
型
鯨
類
分

科
会
で
現
状

レ
ビ
ュ
ー
が

行
わ
れ
た
）

未
　
定

西
部
北
太
平
洋
で
は
目
視
調
査
に
よ
り
増
加
傾
向
判
明

商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中

20
13
年

―

20
12
年
の
IW
C/
SC
 で
合
意
さ
れ
た
資
源
量
推
定
値
は
、
2
回

目
の
周
極
目
視
調
査
（
19
85
/1
98
6-
19
90
/1
99
1）
の
個
体

数
推
定
値
72
万
頭
、3
回
目
の
周
極
目
視
調
査
（
19
92
/1
99
3-

20
03
/2
00
4）
の
推
定
値
52
万
頭
。
南
緯
60
度
以
北
、
海
氷

域
内
に
も
相
当
数
が
分
布
。

商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中

―
―

20
00
年
：
20
,5
01
頭
（
CV
=3
3.
6%
）

IW
C
に
よ
る
商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中

20
07
年

20
17
年

19
97
年
時
点
で
2,
28
0
頭
で
あ
っ
た
こ
と
が
IW
C
で
合
意

商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中

20
08
年

未
　
定

北
西
太
平
洋
で
は
目
視
調
査
に
よ
り
増
加
傾
向
と
判
断

商
業
捕
鯨
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
継
続
中

―
―
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国
際
漁
業
資
源
の
現
況

魚
　
種

海
　
域

資
源
水
準

資
源
動
向

最
近
5
年
間
の
漁
獲
量
・
捕
獲
量

管
理
機
関
・
関
係
機
関

管
理
目
標

ス
ナ
メ
リ

日
本
周
辺

中
位
（
大
村

湾
系
群
は
低

位
）

横ば
い（

東日
本大

震
災の

影響
が懸

念さ
れ

る仙
台湾

から
房総

半
島東

岸に
かけ

ての
海

域、
瀬戸

内海
及び

資
源水

準の
低い

大村
湾

では
要注

意）

世
界
：
詳
細
は
不
明

　
　
　
各
地
で
混
獲
あ
り

日
本
：
商
業
捕
獲
は
な
い
が
混
獲
あ
り

（
14
.0
頭
/
年
：
20
06
～
20
11
年

の
国
際
水
産
資
源
研
究
所
と
り
ま
と

め
に
よ
る
）

農
林
水
産
省

現
在
の
資
源
水
準
を
維
持
（
仙
台
湾

か
ら
房
総
半
島
東
岸
に
か
け
て
の
海

域
で
は
も
と
の
水
準
へ
の
回
復
）

シ
ャ
チ

北
西
太
平
洋

－
調
査
中

世
界
：
不
明

日
本
：
0
頭

農
林
水
産
省

継
続
的
な
個
体
数
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

実
施
中

ト
ド

北
太
平
洋
沿
岸

オ
ホ
ー
ツ
ク
海

ベ
ー
リ
ン
グ
海

－
増
加
傾
向

世
界：
24
8.4
～
29
4.9
頭
（
米
国
の
み
）（
人

為
的
要
因
に
よ
る
死
亡
を
全
て
含
む
）

日
本
：
11
5
～
25
4
頭
（
混
獲
死
亡
を
除
く
）

北海
道連

合海
区漁

業調
整委

員会
青森

県東
部海

区漁
業調

整委
員会

青森
県西

部海
区漁

業調
整委

員会

10
年
後
（
20
23
年
）
に
来
遊
個
体
群
の
個
体

数
が
現
在
（
20
10
年
）
の
水
準
の
60
%
に
な

る
ま
で
減
少
さ
せ
る
（
日
本
海
来
遊
群
）

カ
ラ
フ
ト
マ
ス

日
本
系

低
　
位

減
　
少

世
界
：
---

日
本
：
0.
5
～
1.
7
万
ト
ン

N
PA
FC

日
ロ
漁
業
合
同
委
員
会
現
在
の
資
源
水
準
の
維
持

サ
ケ
（
シ
ロ
ザ
ケ
）

日
本
系

中
　
位

横
ば
い

世
界
：
---

日
本
：
暦
年
漁
獲
重
量

　
　
　
12
～
20
万
ト
ン

N
PA
FC

日
ロ
漁
業
合
同
委

員
会

現
在
の
資
源
水
準
の
維
持

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

ベ
ー
リ
ン
グ
公
海

低
　
位

横
ば
い

世
界
：
0（
漁
業
停
止
）

日
本
：
0（
漁
業
停
止
）

CC
BS
P

条
約
附
属
書
に
規
定
さ
れ
た
親
魚
量
に
回

復
  1
67
万
ト
ン
（
19
90
年
代
初
頭
の
資

源
水
準
）

カ
ラ
ス
ガ
レ
イ

オ
ホ
ー
ツ
ク
公
海
低
位
か
ら

中
位
を
経

年
変
動

横
ば
い
～

ゆ
る
や
か

に
増
加

世
界
：
オ
ホ
ー
ツ
ク
公
海
に
お
け
る
　
　

　
他
国
の
漁
獲
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

日
本
：
11
9
～
62
8
ト
ン

水
産
庁
・
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
資
源
水
準
の
維
持

ア
カ
イ
カ

北
太
平
洋

低
　
位

（
秋
生
ま
れ
群
、

冬
春
生
ま
れ
西

部
系
群
）

増
加
傾
向

（
秋
生
ま
れ
群
）

減
少
傾
向

（冬
春生

まれ
西部

系群
）

世
界
：
4.2
～
13
.7
万
ト
ン
（
中
国
の
不
明
イ
カ
を

除
く
FA
O統
計
及
び
漁
業
情
報
か
ら
の
推
計
）

日
本
：
0.
4
～
2.
2
万
ト
ン
（
全
漁
連
水

揚
げ
統
計
の
原
魚
換
算
）

北
太
平
洋
漁
業
委

員
会（
N
PF
C）
（
設

立
準
備
中
）

M
SY
：
15
.9
万
ト
ン
（
秋
生
ま
れ
系
群
）

相
対
逃
避
率
40
%：
10
万
ト
ン

（
冬
春
生
ま
れ
西
部
系
群
）

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
マ

ツ
イ
カ

南
西
大
西
洋

高
　
位

増
　
加

世
界
：
19
.0
～
95
.5
万
ト
ン

日
本
：
0
ト
ン

資
源
管
理
：
南
大
西
洋

漁
業
委
員
会
（
SA
FC
）

資源
評価

：ア
ルゼ

ンチ
ン政

府及
び英

国政
府が

それ
ぞれ

の自
国管
理水
域内
で実
施

逃
避
率
一
定
と
な
る
再
生
産
管
理
：

相
対
逃
避
率
40
%
（
た
だ
し
、
資

源
水
準
が
低
い
近
年
の
場
合
は
、
絶

対
逃
避
量
4
万
ト
ン
を
適
用
）

ア
メ
リ
カ
オ
オ
ア

カ
イ
カ

東
部
太
平
洋

高
　
位

安
　
定

世
界
：
64
.3
～
95
.1
万
ト
ン
（
全
域
）

日
本
：
0.
1
～
2.
7
万
ト
ン（
ペ
ル
ー
海
域
）
ペ
ル
ー
政
府
・
チ
リ
政

府
・
メ
キ
シ
コ
政
府

漁
獲
割
り
当
て
：
50
万
ト
ン
（
20
12

年
ペ
ル
ー
EE
Z
内
）
漁
獲
割
り
当
て
：

15
.3
6
万
ト
ン
（
20
13
年
チ
リ
海
域
）

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

ス
ル
メ
イ
カ
類

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
海
域

低
　
位

減
　
少

世
界
：
5.
3
～
7.
3
万
ト
ン

日
本
：
76
1
～
1.
78
9
ト
ン

資
源
管
理
：
DW
G

が
IT
Q
を
管
理

資
源
評
価
：

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
政
府

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
EE
Z
内
の

TA
CC
（
商
業
漁
獲
量
）：
12
.7
万

ト
ン
（
20
13
/2
01
4
漁
期
）

ナ
ン
キ
ョ
ク
オ
キ

ア
ミ

南
極
海

高
　
位

横
ば
い

世
界
：
16
.1
～
 2
8.
5
万
ト
ン

日
本
：
1.
6
～
3.
0
万
ト
ン

　
　
　
(最
近
3
年
間
）

CC
AM
LR

予
防
的
漁
獲
制
限
に
よ
る
資
源
の
維

持
・
捕
食
者
と
生
態
系
の
保
存

マ
ジ
ェ
ラ
ン
ア
イ

ナ
メ
・
ラ
イ
ギ
ョ
ダ

マ
シ

南
極
海

低
位
～
中
位

横
ば
い

世
界
：
CC
AM
LR
水
域
：
1.
3
～
1.
6
万
ト
ン

日
本
：
CC
AM
LR
水
域
：
20
0
～
35
5
ト
ン
CC
AM
LR

安
定
し
た
加
入
を
確
保
す
る
水
準
へ

の
資
源
の
回
復
と
維
持
及
び
関
連
種

と
の
生
態
学
的
関
係
の
維
持

ク
サ
カ
リ
ツ
ボ
ダ
イ
天
皇
海
山
海
域

低
　
位

卓
越
加
入
の
有

無
に
よ
る
年
変

動
が
大
き
い

卓越
加入

の発
生頻

度は
近年

増加
して

い
た
が、

20
13
年

と
20
14
年の

加入
は低

水準
であ

った

世
界
：
1,
25
9
～
25
,3
55
ト
ン

日
本
：
1,
08
5
～
20
,8
67
ト
ン

北
太
平
洋
公
海
漁
業
資

源
の
保
存
及
び
管
理
に

関
す
る
条
約
（
20
15

年
7
月
発
効
予
定
）

北
太
平
洋
漁
業
委
員
会

（
NP
FC
、設
立
準
備
中
）

産
卵
親
魚
確
保
に
よ
る
加
入
の
促
進

と
漁
獲
の
安
定

Co
py
rig
ht
 (C
) 2
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水
産
庁
・
水
産
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研
究
セ
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ー
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ll 
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d

平
成
26
年
度
国
際
漁
業
資
源
の
現
況

（
総
括
表
）　
－
4
－

資
源
の
状
態

管
理
措
置

最新
の資
源評
価年

次回
の資
源評
価年

仙
台
湾
～
東
京
湾
系
群
の
う
ち
仙
台
湾
～
房
総
半
島
東
岸
：
2,
25
1

頭
（
CV
=3
9.
1%
、
20
05
年
）

伊
勢
湾
・
三
河
湾
系
群
：
2,
96
1
頭
（
25
.0
%
、
20
03
年
）

瀬
戸
内
海
～
響
灘
系
群
の
う
ち
瀬
戸
内
海
：
9,
17
7
頭

（
CV
=1
9.
9%
、
20
06
年
）

大
村
湾
系
群
：
16
8
頭
（
39
.3
%
、
20
12
年
）

有
明
海
・
橘
湾
系
群
：
3,
00
0
頭
（
24
.5
%
、
20
12
年
）

水
産
資
源
保
護
法
の
対
象
種

商
業
捕
獲
は
禁
止

―
―

北
西
太
平
洋
で
1,
60
0
頭
（
う
ち
房
総
か
ら
北
海
道
周
辺
で

90
0
頭
）、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
72
1
頭
と
推
定

商
業
捕
獲
は
禁
止
、
科
学
調
査
目
的
の
特
別
採
捕
の
み

―
―

検
討
中

・
日
本
海
来
遊
群
；
20
14
～
20
18
年
度
の
間
、
年
間
の
採
捕
数
（
混
獲

死
亡
を
含
む
）
を
60
4
頭
と
す
る

・
根
室
（
知
床
）
来
遊
群
；
年
間
の
採
捕
数
（
混
獲
死
亡
を
除
く
）
を
15
頭
と
す
る

―
―

20
14
年
の
沿
岸
漁
獲
数
/目
標
値
＝
0.
22

産
卵
親
魚
量
一
定
方
策
、持
続
的
河
川
捕
獲
数
1.
0
百
万
尾
、稚
魚
放
流
1.
4

億
尾
、
幼
魚
・
未
成
魚
・
成
魚
期
EE
Z
外
、
成
魚
期
河
川
内
禁
漁

―
―

20
13
年
の
回
帰
数
/
目
標
値
：
0.
88

（
目
標
値
：
漁
期
年
漁
獲
数
；
最
近
10
年
平
均
5,
90
5
万
尾
）

持
続
的
漁
獲
量
：
4,
57
5
万
尾
（
15
.3
万
ト
ン
）

稚
魚
放
流
数
：
18
億
尾

幼
魚
・
未
成
魚
・
成
魚
期
EE
Z
外
、
成
魚
期
河
川
内
禁
漁
（
成
魚
期
日
本

EE
Z
内
の
み
漁
獲
可
能
）

―
―

SS
B（
20
09
年
）　
18
万
ト
ン
（
≒
10
％
）

漁
業
停
止

―
―

調
査
中

操
業
船
隻
数
許
可

目
合
い
22
.7
cm

冬
期
間
結
氷
の
た
め
休
漁

―
―

低
位
（
秋
生
ま
れ
群
）・
低
位
（
冬
春
生
ま
れ
西
部
系
群
）

大
規
模
流
し
網
禁
止
（
国
連
決
議
）

―
―

不
明

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
EE
Z
及
び
英
国
領
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
FI
CZ
が
管
理
対
象
（
公
海
は
除
く
）

【
南
方
資
源
（
FI
CZ
を
含
む
）】
入
漁
隻
数
制
限
、
解
禁
日
（
2
月
1
日
）

及
び
終
漁
期
（
逃
避
率
管
理
に
よ
っ
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
EE
Z
内
及
び
英
国

領
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
FI
CZ
内
そ
れ
ぞ
れ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
決
定
）

【
北
方
資
源
】
入
漁
隻
数
制
限
及
び
漁
期
制
限
（
5
月
1
日
～
8
月
31
日
）

―
―

ペ
ル
ー
政
府
は
最
近
年
の
M
SY
を
85
万
ト
ン
と
見
積
も
っ
た

外
国
漁
船
の
80
海
里
ま
で
の
入
漁
制
限
（
20
11
年
）、
こ
れ
ま
で
許
可
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
自
国
中
型
い
か
釣
り
船
操
業
許
可
の
検
討
中
（
20
14
年
）

―
―

推
定
で
き
ず

4
ス
ト
ッ
ク
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
TA
CC
を
決
定

―
―

48
海
区
の
推
定
総
資
源
量
は
6,
03
0
万
ト
ン

た
だ
し
、
局
所
的
な
資
源
枯
渇
の
生
態
系
影
響
、
気
候
変
動
に

よ
る
分
布
量
変
動
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

CC
AM
LR
海
区
毎
に
予
防
的
漁
獲
制
限
量
：

・
48
海
区
：
56
1
万
ト
ン

・
58
.4
.1
小
海
区
：
44
万
ト
ン

・
58
.4
.2
小
海
区
：
26
4
万
ト
ン

小
海
区
別
ト
リ
ガ
ー
レ
ベ
ル
が
当
面
の
許
容
漁
獲
枠
と
な
る
：

・
48
.1
小
海
区
：
15
.5
万
ト
ン

・
48
.2
及
び
48
.3
小
海
区
：
27
.9
万
ト
ン

・
48
.4
小
海
区
：
9.
3
万
ト
ン
（
全
体
の
合
計
は
62
万
ト
ン
以
下
）

―
―

調
査
・
検
討
中

CC
AM
LR
分
割
海
区
・
EE
Z
ご
と
に
毎
年
ま
た
は
2
年
に
1
回
予
防
的
漁
獲
制
限
量
を

決
め
る
。
20
14
/1
5
漁
期
の
我
が
国
の
新
規・
開
発
漁
業
予
定
の
小
海
区
は
5
つ
あ
り
、

48
.6
海
区
で
53
8
ト
ン
、
58
.4
.1
海
区
で
72
4
ト
ン
、
58
.4
.2
海
区
で
35
ト
ン
、

58
.4
.3
.a
海
区
で
32
ト
ン
、
88
.1
海
区
で
3,
04
4
ト
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の

新
規
・
開
発
漁
業
区
と
し
て
88
.2
海
区
で
61
9
ト
ン
の
漁
獲
枠
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

禁
漁
区
で
あ
る
58
.4
.4
海
区
で
は
漁
獲
枠
60
ト
ン
の
調
査
漁
業
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

―
―

調
査
・
検
討
中

暫
定
的
管
理
措
置

・
科
学
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
10
0%
乗
船
・
水
深
1,
50
0 
m
以
深
で
の
操
業
禁
止
・

北
緯
45
度
以
北
に
お
け
る
操
業
禁
止
・
操
業
許
可
漁
船
数
の
増
大
防
止

自
主
管
理
措
置

・
C-
H
海
山
及
び
光
孝
海
山
南
東
部
を
暫
定
的
に
閉
鎖
・
底
び
き
網
漁
業
の
年
間

操
業
時
間
を
5,
60
0
時
間
以
内
と
す
る
・
11
～
12
月
を
禁
漁
期
と
す
る

・
年
間
総
漁
獲
量
の
上
限
を
15
,0
00
ト
ン
と
す
る

・
底
刺
し
網
を
海
底
か
ら
10
0 
cm
以
上
離
し
て
敷
設
す
る

―
―

Co
py
rig
ht
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5 
水
産
庁
・
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
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ll 
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er
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d

平
成
26
年
度
国
際
漁
業
資
源
の
現
況


